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実働の…i…i㈹鰯　松代には、作品鑑賞者27，121人、

イベント参加者6，900人　合計34，021人（9月3日現在）

「9月9目現在で8，831人の万

がわたしの家で作品をご覧に

なられました。いろいろな万

から話をお聞きできる機会に

なりました」と関谷幸一郎さ

ん。訪れた1人は「作品を見

ながら、冷たいお茶までいた

だき、松代に来てよかったで

した」と話していました。

こんにちは9黄色組さん

ち
や
ん
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奈
沢
島
会
予
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里トノ 関谷　拓也くん　　秋田みそら、
　（松代）　　　　　　　（松代）

あなたの家庭にも国勢調査員がうかがいます

10月1日は国勢調査の日です。この日を基準に家庭状況を調査

票に記入していただきます。調査の配布・収集期間は、9月23日

（士）～10月6目樹です。調査票は、各地区の区長さんの推薦で選ば

れた国勢調査員が配布と回収にうかがいます。記入の内容は、世

帯構成や住宅状況、就業、通勤通学等22の項目となっています。

調査は、21世紀の未来の姿を描いていくためにも大切です。5年

に1度の国勢調査にご協力ください。（問い合わせは企画振興課ま

で。）

主
な
内
容

町民対話集会①……＿＿＿＿②～③

大地の芸術祭からほか…………④～⑤

山藤フォトコンテスト結果…⑥～⑦

保健福祉計画・ひと・家族ほか…⑧～⑨

東京発・文芸・松代の自然…⑩～0

町のお知らせほか…・…………・・⑫～⑬

今月号のカレンダー・お知らせ…⑭～⑲



町民対話集会開催

大地の芸術祭

　大地の芸術祭オープニングが観音祭でもあ1）、華や

かに開幕しました。県下広域圏14地区のうち6地区が

事業指定を受け十日町地域は指定第1号であり、注目

を集めています。北川フラムさんがコーディネーター

で進めてきました。内容が、アートということで地域

の住民の皆さんにも戸惑いがありました。しかし、今

回の芸術祭には32ケ国142名のアーチストを迎え、当町

では51ケ所に展示されています。地域の皆さんが郷土

に誇1）と愛着を持ち、都会の方々との交流がすすめら

れることを目的としています。

　里創プランは妻有ステキ発見、花の道構想、ステー

ジづく1）、大地の芸術祭の4つのメニューからなって

います。ステージの拠点施設については、いま検討委

員の方々から協議をいただいているところです。計画

が整い次第、設計に入～）ます。設計者は、オランダの

方を予定しています。駅の南側ということで、地権者

の皆さんにはご協力をいただき、御礼申し上げます。

　次回の芸術祭までには間に合わせたい意向で、町外

の方はもちろん、町民の皆さんからも、おいでいただ

いて半日な1）、楽しめる魅力ある施設にしなくてはな

らないと考えています。

　十日町市はクロス10横、松之山町では美人林にこう

した施設を予定しています。

　今回の芸術祭では、作家は一流の方ですので、ぜひ

知人や町外に出られた方からも、ご覧いただいて、地

域づく邑）に役立てば、と思っています。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
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介
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実施概要
月　日 会　　場 参集者

7月13日 犬伏集落開発センター 33人

7月17日 室野克雪管理センター 55人

7月24日 蒲生生活改善センター 45人

7月27日 松代活性化センター 43人
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わたしたちの町はどのように動いているのでしょう

直接支払い制度

　新しい農業基本法ができ、中山間地の見直しで、中

山間地域等直接支払制度ができました。町の対象農地

は、715haとな｝）、支払額は1億4千万円を超えます。

交付税で若干の補墳があン）ますが、支払額の1／4が

町の負担です。国では、半分は集落維持や地域の活性

化等に使うようにという指導をしています。町の負担

は3600万円程で、今後5年間続くことにな量）、町の他

の農業関係予算は、厳しいものにな｝）ます。

ごみ問題

　ゴミについては大島村のゴミ処理場は環境規制強化

のため13年度で閉鎖とな塗）、14年度から十日町圏域に

お世話になる予定です。十日町地域の処理場は規制を

クリアーしています。松之山町は津南、中里、栄と4

町村で、また、それ以外の西部の町村は、上越市中心

の施設に移行する方向です。

　大島の処理場は、まだ借金が平成19年まで残ってい

る状態です。十日町に移っても、今までと同じ負担金

で推移するものと見込んでいます。

下水道

　公共下水道は終末処理場もできたので早く本管をつ

なげ、大新田地区においても供用をはじめたいところ

です。また、室野地区は農業集落排水事業で整備をす

すめるほか、残る他の地区は、合併浄化槽で整備をす

すめていく方向です。合併浄化槽は維持費が割高とな

るので補助等の検討をしているところです。

町村合併について

　東頸城郡町村会でアンケート調査を行いました。そ

の結果は広報6月号でお知らせのとおりです。国では

現在3200あま｝）ある市町村の数を1／3くらいにして

地方交付税支出の削減を考えています。

　十日町市と当町を比較した場合、当町は1人当た1）

の行政経費が十日町市の2倍ほどかかっています。地

方交付税が厳しくなるなかで、財政はこのままという

わけにいかない状況です。

　合併特例法は平成17年3月までの時限立法で合併特

例債、交付税の10年間据置、議員待遇の特例等メリッ

トを強調しています。知事は1月頃までには要綱を作

成すると言っています。

　合併する、しないについては住民の考えに基づくも

のだと考えています。

　
サ
ァ

・
　

、
繰

癒
』
黙

不燃物の処理場について

　不燃物は現在分別収集をお願いしています。土の中

に埋める室野の処分場では許可にな1）ませんでした。

　管理型施設を川西町地内に3市町で作る予定です。

現在ボーリング調査中で、建設費は20数億程度で規模

は3ha、使用年数を14年間ほど見込んだ施設となって

います。町の負担は1割程度で、過疎債を充当できる

ことになっています。平成17年建設、そして、その次

の建設予定地については、当町を予定しています。

葬祭場

　葬祭場は昨年度から整地をすすめてきました。今年

度建設、来年4月供用を見込んでいます。炉は煙ので

ない最新鋭3基が設置されます。建設には6億円程か

かり、当町の負担は1割くらいとなる見込みです。

介護保険

　介護保険は4月から始まり、65才以上は半年間保険

料免除だが、当町では3000円／月を予定し、紙おむつ

の支給等も行っています。

ほくほくの里

　ほくほくの里については完成し、職員も8月1日か

ら出勤していただき、松之山町や牧村の施設に比べて

後からつくった施設なだけに立派な施設となっていま

す。ベッド数50床、ショートステイ10床、工事費12億

円で1床が2000万円ということにな1）ます。

　不老閣、ほくら園等からの移転も含め町内から30名

程度、空きベッドには郡内を優先するということです

すめています。（入所者数　9月8日現在：35人　内

ショート、2人含む）
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突働の鶴㈹鰯から

璽

　　　　　　　籍穐
麟欝黙鞭ガ繍
　　　　　　　　1璽》

▲9月7日、十日町小学校6年のみなさんも訪
れました。こうした圏域内の子ども達が地域を
学ぶことも大切なことです。

亀、『

じ＾ン　麟雛P

　　繋

▲何よりも大地の芸術祭を支えた「こへび隊」の皆さん、そ

して松代区の皆さん。訪れる人にテント「里の家」でお茶を

入れるボランティアの活躍は大きな支えとなりました。

．慧、鞭灘霧鰯灘難

▲役場職員のボランティアの姿も毎日見られまし

た。「何かに結びつけば…」と話していました。

▲8月15日、室野の牛の丸焼き会場でエスパ

ル・ダンサレの皆さんがスペイン舞踊を披露。

▲太平ではエスパル・ダンサレの皆さんは盆

踊りを楽しんだほかホームステイを体験。

噸鍵

▲8月18日、ひまわりの丘に「小さな美術館」オープン。

作家のアルフレッド・ジャー氏（写真左から2番目）

とチリ国大使館ほか関係者で開館を祝いました。

▲ミソロウスキー氏の作品にろうそくを点火した際には毎

回1，000人からの人が集まりました。1，000本のろうそくは、

亡き人への魂のなぐさめ、そして芸術の光。

▲棚田コンサートでは、サクスフォン奏者の

須川展也氏ほかが松代のために友情出演。

▲松苧太鼓の皆さんも芸術祭を盛り上

けていました。

　
　
　
　
　
　
松
代
高
、
関
谷
知
恵

川
そ
れ
は

キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
宝
石
の
よ
う

サ
ラ
サ
ラ
と
し
て
風
の
よ
う

ヒ
ト
は
安
ら
ぐ

ヒ
ト
は
川
の
よ
う
に

川
は
ヒ
ト
の
よ
う
に

感
情
が
あ
る

輝
き
が
あ
る

そ
し
て
大
き
く
な
れ
る

川
か
ら
海
ヘ

コ
ド
モ
か
ら
オ
ト
ナ
ヘ

難驚灘

自
由
詩

迷
い
な
が
ら

遠
周
り
し
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て

ヒ
ト
は
川
の
よ
う
に

川
は
ヒ
ト
の
よ
う
に

感
情
が
あ
る
　
　
．
識
腱
．
、
、
脳
懸
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

輝
き
が
あ
る
　
・
、
　
”
翻

そ
し
て
大
き
　
‘
　
㎜
”
、
．
鐡
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
が
　
　
ド

く
な
れ
る
　
羅
、
、
羅
・
離

一高校生の詩を刻あ18本の柱

芸術作品

「いちばん長い川」

　　　　　（中里村）に

関谷知恵さん

　　（松代高3年）の詩

　　　大地の芸術祭で、中里村の黄桜の丘に設置された

　　オル・オギュイベさん（ナイジェリア）の作品「い

　　ちばん長い川」に高校生の詩18点が刻まれ、その中

　　に関谷知恵さんの作品が選ばれました。

　　　作品は、信濃川・千曲川流域の県内外の高校28校

　　から704点が寄せられ、詩人の大岡信氏が選考しまし

　　た。

　　　8月1日の表彰式では、オギュイベ氏から直接表

　　彰を受け取った関谷知恵さんは「自分の書いた詩が

　　刻まれて残り、高校時代にこんなことがあったんだ

　　よと将来自分の子どもやほかのみんなにも作品を見

　　せてあげたい」と話していました。
／
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できごと

　　　　　　　　　壱
郵便属”5壱　　　　　　　　　壱
　　　　　　　　　蓼

　　　　　　　　　蓼

　　　　　　　　　壱

　　　　　潜蟹
　　き　　＿1、囎　爆鍵壱　　劉離　・鍵蕪譲撒…糞．雛壱

　　　　　畿彊謙

松代町青少年研修センター「松和荘」施設案内

所在地 〒942－1526新潟県東頸城郡松代町松代5570番地
電　　話 管理事務所盈02559＋2343（利用日以外は不在）

開設期問 通年（臨時休業あり）

宿泊施設
収容人員80名（洋室9・定員8名／室、和室
2・定員4名／室）

食　　堂 70名

設　　備
●浴室（男女別）各8名
●洗濯場（男女）に洗濯機各4台

宿泊費 1人1泊　1，500円（消費税含む）

7・8月及び
I　l～4月の宿泊

冷暖房費として1人1泊につき200円
加算
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こφ夏もがんばりました量　松代空手教室o～みなさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月30日、寺泊中学校体育館で行
　　　　　　　　　　　　　　　　　われた新潟県少年空手道大会に松代
　　　　　　　　　　　　　　　　　空手道教室から15人の選手が参加し

　　　　　　　　　　　　　　　　　ました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会では、相沢祐樹君（松代小3
　　　　　　　　　　　　　　　　　年・太平）が小学3・4年の形の部
　　　　　　　　　　　　　　　　　で6位に、高澤沙織さん（松代小5

観繍π癬晒聰癌鵜輩諜雑義遥灘1・
　　き　　　　　　　　　　　　　　ノマ　　ザ　　　　　　　　　　　　プゑ　　　　ザ　　　　　　　　　を

癒、蒙驚被必雌奪育熱鼎昇課吏糠
　　　　　　　　　　　　　　　　　団空手道大会において市川大地君（松

　　　　　　　　　　　　　　　　　代小5年・田沢）が小学生高学年形
　　　　　　　　　　　　　　　　　の部において7位に入賞しました。
　　　　空手道選手権犬会にて　　　　　　　　　　これからも、がんばってください。
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1第2回山藤フォトコンテスト、特選に梅田容雄さん（上越市）1
『III”川”1”Ill””1”1””IIロ”llII”lll”III”IIIIロ川””llIlll”1””1”Ill”lll””Illl””Ill””1”IIIll”1””1””Ill川”””1”1”””ll“llIIIll”1””1”1””1””1””1””III”IIlll”1”1”””ll”””II””Illll”IIll”””ll””Ill”II””1”1”II”1”lll”1”II””III”IllllII”lll”Ilr

第2回　山藤フォトコンテスト入賞者名簿

特　選 梅　田　容　雄 上越市
準特選 佐　藤　真　司

桜　井　大　士
上越市
長岡市

入　選 高　橋　　　徹
森　下　博　夫
根　津　義　広
長ヶ部　清　春
樋　口　芳　一

塩沢町
東京都
十日町市

柿崎町
中里村

佳　作

　◎

山　本　貴　一
笠　原　　　等
市ノ瀬　正　夫
森　下　京　子
鈴　木　澄　子
邨　山　重　信
山　田　則　夫
石　川　哲　司
水　落　正　則
栗　本　　　実

十日町市

松代町
長野県
東京都
松代町
松代町
塩沢町
十日町市

川西町
上越市

　今年2回目となる『山藤フォ

トコンテスト』（松代町と松代町

観光協会共催）には、358点の作

品が寄せられました．

　この中から、関係者による審

査の結果、梅田容雄さん（上越

市）が特選とな壷）ました。

　梅田さんには賞金30万円と松

代松之山の特産品が送られまし
た。

　観光協会では、「山藤に限らず、

松代・松之山の四季豊かな写真

も撮っていただきたい。そして、

2つの町をアピールしてくださ

い」と話していました。

　なお、そのほかの入賞者は別

表のとお詑）です。

　　鰹駿鱒
鐡

難
　
　
子

　
　
礪

｝
　
賦

　
　
表

難　
　
▲

▲準特選　佐藤真司さんの作品 ▲準特選　桜井大士さんの作品

▲梅田容雄さん

24時間テレビの募金で大活躍　松代高校家庭クラブのみなさん

嚢
灘
蒙
嚢
難
舞
叢
霧
欝

藩極▲ボランティアの皆さん

「愛は地球を救う」チャリティー

キャンペーン募金に144，308円

一善意をありがとうございました一

　8月18・19日の2日問、ふるさと会館前

で行った24時間テレビ「愛は地球を救う」

チャリティーキャンペーン募金では、松代

高校家庭クラブの皆さんも暑い中、街頭で

募金を呼びかけました。

　2日間の募金活動では、144，308円の額が

集まり、ボランティアの皆さんは「ご協力

ありがとうございました」と笑顔で話して

いました。

　募金は、松代町社会福祉協議会を通して

キャンペーンの実行委員会に送られ、各種

福祉事業に役立てられることなります。り
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「
掘
評
冒
し
胞
4

世田谷区との交流10周年記念

皿
囲
窃
臼
㈹
簡
厨

　
9
月
1
日
か
ら
1
0
日
ま
で
ふ
る
さ
と
会
館
で
行
わ
れ
た
世
田

谷
美
術
館
展
で
は
、
絵
画
や
版
画
、
彫
刻
作
品
3
9
点
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
世
田
谷
と
の
交
流
m
周
年
を
記
念
し
て

企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
作
品
の
説
明
会
も
行
わ
れ
、
世
田
谷
美
術
館
学
芸
員
の
木
村

祐
子
さ
ん
と
松
代
中
学
校
教
頭
の
宮
崎
俊
英
さ
ん
の
わ
か
り
や

す
い
説
明
に
、
町
外
か
ら
ほ
く
ほ
く
線
で
訪
れ
た
人
は
「
著
名

な
方
の
作
品
を
近
く
の
松
代
で
鑑
賞
で
き
て
よ
か
っ
た
で
し
た
。

し
か
も
、
無
料
と
い
う
こ
と
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
は
、
作
品
の
保
険
や
搬
入
代
金
な
ど
1
5
0
万

円
を
町
が
支
出
し
た
ほ
か
は
、
世
田
谷
区
の
ご
好
意
に
よ
る
も

の
で
し
た
。

　
8
月
2
6
日
、
平
山
知
事
出
席
の
も
と
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
竣
工
式
が
ほ
く
ほ
く
の
里
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
山
知
事
は
「
ほ
く
ほ
く
線
開
通
の
と
き
に
、
ほ
く
ほ

く
線
は
い
い
名
前
だ
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ほ
く
ほ
く

線
に
乗
っ
て
き
て
、
温
泉
に
入
っ
て
、
体
も
気
持
ち
も

温
ま
り
、
ほ
く
ほ
く
す
る
。
そ
し
て
、
ふ
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
ま
っ
て
ホ
ク
ホ
ク
す
れ
ば
何
よ
り
と
申
し
上
げ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
度
『
ほ
く
ほ
く
の
里
』
が
で
き
、
入
っ

て
い
る
お
年
寄
り
の
方
が
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
、

そ
し
て
、
何
よ
り
も
周
り
の
人
た
ち
の
温
か
い
気
持
ち

で
お
世
話
、
介
護
し
て
い
た
け
だ
け
る
施
設
で
あ
っ
て

ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
す
で
に
入
所
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
一
緒

に
竣
工
を
祝
い
、
入
所
者
の
一
人
は
「
地
元
に
こ
う
し

た
施
設
が
で
き
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
式
典
で

知
事
に
お
会
い
で
き
て
何
よ
り
で
し
た
」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

松代中学校吹奏楽部

上越地区吹奏楽コンクールで16年ぶりに金賞、そして県大会で銀賞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7月29日、上越文化会館ホールで行われた上越地区吹奏楽コン

　　　　　　　　　　　　　　　　　クールにおいて、松代中学校吹奏楽部が中学校B小編成の部で金

　　　　　　　　　　　　　　　　　賞を受賞。そして、上越地区代表として柏崎第2中学校とともに

　　　　　　　　　　　　　　　　　県大会に出場しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　県大会は、8月8日、新潟市民芸術文化会館で行われ、会場の

　　　　　　　　　　　　　　　　　アリーナホール「りゅうとぴあ」で感動の演奏、そして銀賞を受

　　　　　　　　　　　　　　　　　賞しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒の指導に当たる今町義彦教諭と飯塚秀樹教諭のお二人は、「練

　　　　　　　　　　　　　　　　　習のときからずっと応援にかけつけてくれた卒業生の活躍も大き

　　　　　　　　　　　　　　　　　かったでした。すべての行動がよい演奏、よい音楽につながるよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　う一人ひとりが精一杯努力した結果」と話していました。曲及び

　　　　　　　　　　　　　　　　　参加生徒は次のとおりです。

曲パ
イ
ン
・
リ
ヴ
ア
ー
・

ト
リ
ロ
ジ
ー

（
エ
ド
・
ハ
ッ
ク
ビ
ー

　
　
　
　
　
作
曲
）

参
加
生
徒

◎
フ
ル
ー
ト

　
嶋
田
　
麻
莉
（
2
A
）

　
岩
崎
　
知
里
（
I
A
）

◎
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

　
桜
澤
あ
ゆ
み
（
3
A
）

　
市
川
　
聡
子
（
2
A
）

　
山
本
　
千
秋
（
2
A
）

◎
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

　
萬
羽
　
信
子
（
3
A
）

　
富
澤
　
え
み
（
2
A
）

　
長
谷
川
由
佳
（
I
A
）

◎
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

　
関
谷
　
和
希
（
3
A
）

　
柳
　
　
美
保
（
3
A
）

◎
ホ
ル
ン

　
井
上
　
陽
香
（
2
A
）

　
小
堺
　
智
里
（
I
A
）

◎
卜
ロ
ン
ボ
ー
ン

　
室
岡
　
　
薫
（
2
A
）

　
市
川
　
美
樹
（
I
A
）

◎
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム

　
佐
藤
　
芽
衣
（
I
A
）

◎
テ
ユ
ー
バ

　
若
井
　
由
美
（
3
A
）

◎
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
市
川
　
好
美
（
3
A
）

　
小
堺
　
恵
美
（
3
A
）

　
小
堺
の
ぞ
み
（
3
A
）

　
柳
　
　
雅
美
（
3
A
）
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松代町保健医療福祉計画害の概要（3．障害・児童福祉計画）

①現状と課題

（現状）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（課題）

・心身障害者の高齢化、重度化による介護者　⇒経済面、精神面からの日常生活支援と社会

の負担と社会参加の困難さ　　　　　　　　　参加の支援

・児童数の減少と女性の就労人口の増加等　　⇒へき地保育所の運営、長時間保育の充実、等

・要援護児童（非行、長期欠席）への対応　　⇒家庭、学校、地域の連携による青少年の健

　　　　　　　　　　　　　　　　　　全な育成
・離婚によるひとり親家庭の増加　　　　　　⇒母子家庭への経済的援助等

②施策の基本方針

　・心身障害者（児）福祉の充実

　　心身に障害を持つ人たちの自立と社会参加を推進し、可能な限彫）住み慣れた地域で家族とと

　　もに生活できるよう「生きがい」と「暮らしやすさ」に視点を置いた施策を推進します。

　・児童福祉の充実

　　出生率の低下、年少人口の減少、女性の社会進出、核家族化の進行など児童を取り巻く環境

　の変化に対応した児童福祉施策の充実を図セ）ます。

　・ひとり親、低所得者の支援

　　精神的、社会的、経済的に不安定な状況に置かれがちなひとり親家庭の生活の安定と自立の

　ために、諸制度の活用を図り福祉の増進に努めるとともに、低所得世帯の実態把握に努め支援

　　を図ります。

③主な事業

施　策 施策の展開と主な事業

心身障害者（児）

　　　　　福祉の充実

・日常生活支援の充実

　地域療養事業、ホームヘルプサービス、補装具の給付、特別障

　害者手当（福祉手当）、心身障害者医療費の助成（町障）、福祉

　団体の育成

・社会参加の推進

　特殊学校就学奨励金の支給、心身障害者通所援護（小規模作業

　所「しぶみの家」の支援、近隣町村との連携推進）、就労の場の確保

・施設福祉の充実（施設福祉サービス）

児童福祉の充実

・保育の充実（障害児保育、延長保育、へき地保育）

・児童施設の充実（保育所施設整備、児童厚生施設整備）

・青少年対策の推進（青少年健全育成）

ひとり親・

　　　低所得者の支援

・ひとり親家庭の支援

　〔高等学校就学資金の助成、母子寡婦福祉資金の貸付、介護人の派遣〕

・低所得世帯の支援（低所得世帯対策）
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早翻囲爽学色⑳露縮瀞ら

雪堀りボうξンテイアス勺・ワつ0～

みなさん　打ち合せに来町

この冬の雪掘ン）ボランティアの打

ち合せのために、9月1日早稲田大学

の皆さんが来町しました。今回訪れた

のは、学生が運営する早稲田大学ボ

ランティアセンターの5人で、担当職

員と計画の打ち合わせを行いました。

木口まり子さん（神奈川．県在住「紙芝居ゆうゆ』

代表）0～手作り紙芝居、とてもおもしろかった！

紙芝居は、早稲田協力会の木戸さ

ん夫妻が8月2、3日と2回にわけて

木口さんを松代にある自宅に招いて

子ども達に開放して行ったものです。

　1日目は、WMCAと一緒に60人
ほど、2日目は松代の子ども達だけ

20人ほどを特別に招待。参加した新

町子ども会の皆さんは、F「手品も教え

てもらったよ」と大喜びでした。噺

　
新
潟
で
士
木
工
学
に
つ
い
て
学
び
￥

こ
の
春
∪
タ
ー
ン
し
た
池
田
勝
弥
さ

ん
（
田
野
倉
）
か
ら
ご
登
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
新
潟
で
の
生
活
は
ど
う
で
し
た
か
1

　
新
潟
で
は
、
2
年
間
土
木
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
寮
生
活
で
し
た
の

で
、
友
人
も
出
来
ま
し
た
。
学
生
は
、

北
陸
や
長
野
、
福
島
、
栃
木
な
ど
県

外
か
ら
も
来
て
い
ま
し
た
ね
。
よ
く

友
だ
ち
の
ア
パ
ー
ト
に
行
っ
て
飲
み

ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
友
人
と
バ
ン

ド
を
組
ん
で
、
今
も
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
寮
の
仲
間
で
作
っ
た
バ
ン
ド

で
、
わ
た
し
は
、
べ
ー
ス
を
し
て
い

ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
曲
を
演
奏
し

て
、
ラ
イ
ブ
に
も
出
ま
し
た
。
「
ジ
ャ

ン
ク
ボ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
で
演
奏
し
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
曲
で
し
ょ
う
か
ー

　
ハ
ー
ド
コ
ア
で
す
。
ち
ょ
っ
と
聴

い
た
こ
と
の
な
い
人
に
は
、
う
る
さ

い
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
『
マ
イ
ナ
ー

リ
ー
グ
』
と
い
う
バ
ン
ド
が
あ
り
、

そ
ん
な
音
楽
に
関
心
が
あ
り
ま
す
。

　
地
元
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
ー

　
仕
事
で
高
柳
町
の
方
に
い
っ
て
い

ま
す
。
地
元
は
、
の
ん
び
り
し
て
い

て
好
き
で
す
。
毎
週
火
曜
日
に
は
総

合
体
育
館
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
て
い

ま
す
。
郡
大
会
で
は
3
位
で
し
た
。

練
習
で
は
、
子
ど
も
達
も
来
た
り
し

て
、
楽
し
い
で
す
。

　
最
後
に
一
言
ど
う
ぞ
1

　
新
潟
で
一
緒
に
バ
ン
ド
を
し
て
い

た
浦
川
原
出
身
の
友
人
が
、
地
元
に

帰
っ
て
き
た
の
で
、
バ
ン
ド
を
再
開

し
よ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。
彼
は
ド

ラ
ム
を
や
っ
て
、
わ
た
し
と
同
じ
松

代
の
友
人
が
ギ
タ
i
、
そ
し
て
、
新

た
に
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
し
て
い
る
の
は
、
男
性
ボ
ー
カ

ル
が
2
人
で
す
。
も
う
ー
つ
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で
、
た
だ
今
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
会
館
前
で
ボ
ー
ド
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

溌騰騰灘纒慶窪
今月から「おじゃまします」と題して、そ

れぞれの地域で活躍する家庭を紹介します。

今回は、松代の善屋さんにうかがいました。

関谷則雄さん
Q子ども4人に言っていることは…

A心技一体です。これでいいと思い込むとそこでと

まってしまうので、特にものを作る者として「常に

どうしら良くなるのか、もっと考えて」と、話して

います。

恵子さん

Q気をつけていることは

A家族の食事には、みんな健康でいられるよう気を

使っています。

則和君（松代高2年）

兄弟4人でサッカー、野球と、いつもにぎやかに

仲良く遊んでいます。4人いると食事のとき、食べ物

で競争になり大変です。

和樹君（松代中3年）

お父さんは、干渉しすぎかな？

建太君（松代小4年）

はずかしいので…

将太君（松代小2年）

食べ物をよく作ります。グラタンにも挑戦しまし

た。この前冷麦を上手につくり、みんなが喜んでく

れました。将来は、シェフになりたい。もう1つ、

今、お父さ

んの足をも

んであげる

のが毎日の

仕事です。

キャウさん

わたしも

一緒に写真
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雲

　
永
い
こ
と
川
崎
に
住
ん
で
い
る
が
、

引
っ
越
す
度
に
稲
田
の
里
が
、
つ
い

て
廻
る
。
農
家
育
ち
の
私
に
は
、
は

か
ら
ず
も
、
心
の
片
隅
に
そ
ん
な
意

識
が
働
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

日
曜
日
の
朝
、
何
気
な
く
田
園
を
見

る
。
「
又
、
来
て
い
る
　
　
」
い
っ
も

見
る
鴨
が
、
青
田
の
畦
道
の
端
に
仔

ん
で
い
る
。
普
通
の
真
鶴
は
、
青
田

時
に
は
北
地
に
帰
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
近
づ
い
て
も
逃
げ
よ
う
と

し
な
い
。
か
つ
て
、
祖
母
の
瞳
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
な
こ

た
透
き
通
っ
た
光
が
、
鴨
の
眼
と
重
っ

て
、
淡
い
親
し
み
を
覚
え
た
。
何
側

の
、
山
の
中
腹
に
あ
る
祖
母
の
、
マ
ッ

チ
箱
程
に
見
え
る
自
分
の
実
家
を
見

つ
め
て
い
た
瞳
に
、
酷
似
し
て
い
る

の
だ
っ
た
。

交
々
の
故
郷
見
つ
め
る
通
し
鴨

　
　
思
え
ば
、
俺
も
通
し
鴨
だ
な
と
、

ふ
と
思
っ
た
．

　
何
か
事
情
が
あ
っ
て
、
生
れ
育
っ

鴨
の
故
郷

井
上

和
助

た
北
国
へ
帰
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ

そ
れ
と
も
、
い
い
娘
で
も
で
き
た
の

か
。
何
の
こ
と
は
な
く
、
た
だ
気
に

　
　
　
　
　
つ
も
り

入
っ
て
帰
る
心
算
に
な
れ
な
い
の
か
。

単
純
に
疲
れ
る
長
旅
が
嫌
な
の
か
。

そ
ん
な
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
だ
け

れ
ど
、
雪
国
の
、
山
村
に
育
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
部
落
の
一
番
上
に
あ

る
か
ら
村
上
。
そ
の
下
の
、
紅
水
仙

で
知
ら
れ
て
い
る
干
場
。
林
の
裾
に

あ
る
か
ら
長
林
。
そ
ん
な
部
落
で
生

れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
ね
。
沢
山

と
か
、
坂
田
屋
と
か
、
前
田
と
か
、

そ
ん
な
家
は
な
か
っ
た
か
い
。
母
は
、

同
じ
部
落
の
原
と
言
う
家
か
ら
嫁
い

で
、
そ
し
て
お
前
達
が
生
れ
た
の
で

は
な
い
の
か
。
父
は
、
生
れ
る
と
す

ぐ
出
征
し
て
、
戦
死
し
、
親
の
顔
も

知
ら
な
い
等
と
言
う
境
遇
で
、
育
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
ね
。
人
も
家

も
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
、
少
し

ず
つ
故
郷
が
、
壊
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
ね
。
故
郷
に
似
た
田
園

の
畦
道
に
座
っ
て
、
少
年
の
頃
の
一

瞬
の
煤
の
中
で
起
っ
た
幾
多
の
思
い

出
を
、
じ
っ
と
そ
う
し
て
、
噛
み
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
ね
。

川
崎
市
在
住

（
寺
田
・
庄
右
エ
門
）

　
　
　
　
ふ
る
さ
と

引
出
し
に
故
郷
温
る
る
残
り
鴨

　
思
い
出
は
、
遠
く
、
近
く
、
一
瞬

　
　
　
　
は
ざ
ま

と
永
遠
の
間
に
去
来
す
る
。
た
ん
に

故
郷
が
遠
い
の
で
は
な
く
、
故
郷
へ

の
思
い
が
遠
い
の
だ
。
少
年
の
頃
過

し
た
故
郷
は
、
私
に
と
っ
て
殺
那
で

あ
っ
た
。
あ
ど
け
な
い
閃
き
が
、
そ

の
後
の
私
の
人
生
で
あ
る
。
一
瞬
の

積
み
重
ね
が
永
遠
な
の
で
は
な
く
、

一
瞬
そ
の
も
の
が
永
遠
な
の
だ
。
私

の
記
憶
の
中
の
光
と
影
は
、
そ
の
明

滅
の
煙
が
鮮
や
か
な
ほ
ど
、
遠
く
感

じ
ら
れ
る
。
失
っ
た
時
間
が
遠
い
の

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
い
つ
も
身
近
な

の
だ
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

失
っ
た
時
間
は
、
私
の
中
に
あ
る
。

　
誰
に
も
、
時
間
の
何
側
の
こ
と
は

解
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
ど
こ
か
で

区
切
っ
て
、
そ
の
何
側
を
見
た
時
辛

い
ド
ラ
マ
が
仕
組
ま
れ
て
い
た
。
ド

ラ
マ
の
中
で
は
、
故
郷
が
い
く
つ
も

の
決
別
に
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

高
校
を
卒
業
し
て
上
京
し
た
日
で
あ

り
、
生
れ
育
っ
た
家
が
無
く
な
っ
た

日
で
あ
り
、
母
が
死
ん
だ
日
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
度
毎
に
、
故
郷
が

大
き
く
な
っ
た
り
、
小
さ
く
な
っ
た

り
し
た
。

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
突
然
、
へ
調
の
音
階
に
、
わ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
す
む

帰
っ
た
。
テ
ー
ブ
ル
の
斜
向
か
い
に
、

女
房
殿
が
澄
し
た
顔
で
新
聞
を
読
ん

で
い
た
。

「
な
ん
か
、
言
っ
た
？
」

　
私
は
控
え
め
に
、
お
ず
お
ず
と
尋

ね
る
。
「
愛
し
て
、
い
る
っ
て
、
言
っ
た
の

よ
」　
一
言
ず
つ
区
切
っ
て
答
え
る
。

「
プ
ー
ッ
て
か
？
」

「
な
ん
だ
、
聞
こ
え
て
い
た
の
か
」

　
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。
も
し
か

し
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
決
し
て
な
い

の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
ま
だ
、
本
当
に

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

愛
さ
れ
て
い
る
の
か
も
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
い
　
ま

　
何
し
ろ
、
誰
し
も
現
在
が
、
一
番
若

い
の
だ
か
ら
。

㈱
　
遠
し
鴨
、
真
鶴
は
春
に
北
地
へ
帰
る
が
、

　
ま
れ
に
残
っ
て
池
や
沼
に
住
む
残
り
鴨

　
の
こ
と
。

…
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昼食）→遊覧船（13：30～14：00）
i東京　　　　　　一みかん狩り（14：15－15：・・）一

i　　　　　　　　　　　　　　　　　上野着（18：30）
iだより　　　　会費：1・・…円（当日集金）、
1　　　　　　　　　　　　　　　　　申込：9月30日（土）までに返信ハガキ
i
i真鶴半島バスツアーのこ案内蔓灘熊ま恥徳重
i
l　すでにハガキでお知らせしたよう　　　　　　　（智045－501－5984）
i
lに今回は秋の真鶴半島めぐ1）を計画
i
iしました。新鮮な磯料理を堪能し、　　〈会のうごき〉
り

i遊覧船で美しい海岸線を賞で、みか　　①組織委員会の開催（8／22）
ヨ

1ん狩りも楽しめる日帰ひ）バス旅行で　　、新会員募集の取組み方について
ミ

iす。多数のご参加をお待ちしており　　　検討します。
ヨ

iます．　　　　　　　　　②「ほくほくの里」竣工式ならびに
ヨ

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祝賀会（8／26）
i
l　　　　　　　記　　　　　　　　　　　武田会長が出席しました。
曼

1日時：平成12年10月22日（日）　　　　　③企画委員会と10周年記念事業実行
ヨ

1集合：7時45分　　　　　　　　　　　　委員会の開催（9／5）
吏

l　　　J　R上野駅公園口　　　　　　　　　10周年記念事業について各チー
§

i行程：上野（8＝00）→真鶴・入舟　　　ムから具体的な実施計画が提示さ
ミ

1旅館新館（11二30～13：15　入浴と　　　れる予定です。
…
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本
堂
に
六
十
人
の
施
餓
鬼
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

六

花

散
歩
道
今
年
は
蛍
多
い
と
か

尽
き
ぬ
と
も
此
処
で
さ
よ
な

舟
遊
び
湖
面
に
揺
れ
る
逆
さ

故
里
は
あ
ふ
る
る
ば
か
り
の

辰富紅ら八蝉
　士　　立千時
風　　茶葵代雨

し
ぶ
み
句
△
置

み
ん
み
ん
蝉
透
羽
の
下
の
縞
腹
を
動

か
し
鳴
け
ば
夏
は
た
け
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
ひ

高
圧
線
引
く
鉄
塔
に
朝
陽
射
し
た
だ

一
筋
に
白
く
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
祖
道

　
　
　
　
　
　
　
げ

美
の
世
界
わ
れ
に
解
せ
ね
ど
来
町
し

ア
ー
ト
見
る
人
満
足
の
所
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
こ
め

皮
厚
く
太
れ
る
胡
瓜
板
の
間
に
落
せ

　
も
ろ

ば
脆
し
眞
二
つ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
た

山
田
あ
き
歌
碑
は
建
て
ら
る
古
里
の

沼
の
ほ
と
り
の
杉
む
ら
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
石
　
　
念

短

歌

　
弘
乙
’
拓
ゲ

露　
ー
ノ
　

　
　
ド

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ノ

　
　
し

　
，
方
　

　
［
　
『

　
　
ウ

　
　
　

　
　
－〉
ぎ
　
μ

　
　
～

　
　
　
r

　
　
　
I

　
　
　
一

　
　
殴
．
。

　
　
冥
　
嗣

日
々
の
酷
暑
来
そ
う
で
来
な
い
雨
を

待
つ
　
　
　
　
　
　
　
朴
雪

　
　
　
　
ふ
く

束
の
間
を
膨
れ
て
し
ぼ
む
盆
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

か
ぶ
と兜
虫
が
っ
ち
り
掴
む
畳
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

き
び
あ
さ

黍
漁
る
狸
と
生
き
る
過
疎
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

木
影
道
行
っ
た
り
来
た
り
鬼
や
ん
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

水
不
足
し
ろ
芋
の
葉
も
枯
れ
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
路

く
い
な
水
鶏
翔
ち
空
へ
水
音
離
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

稲
染
め
て
日
の
落
ち
ゆ
け
り
敗
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

開
け
放
つ
家
吹
き
ぬ
け
る
風
は
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

浴
衣
着
て
ピ
ザ
な
ど
と
い
う
を
食
わ

さ
る
る
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

蒲

生

句

△
五

鳩
が
来
て
池
の
水
飲
む
暑
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

夕
立
に
消
さ
れ
し
妻
の
口
説
き
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

夕
立
の
大
き
く
降
れ
ば
俵
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

馳
け
込
め
ば
か
け
こ
み
三
杯
冷
し
酒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

▲撮ってね　　▲ミュージックキャンプ　　▲しちんち祭 ▲盆踊 ▲犬伏裸祭

奮
月
鱗

写
藁
鞭
ら

○ホウネンボの実

み

　室野の『三六商会』の米持正輝

さんのホウネンボ畑にミニトマト

のような実がなった、という知ら

せがあり行ってみました。

　なるほど畑一杯に切り取ったも

のが散乱し、一部積み上げてあっ

たりしました。

　よく見ると、緑色をした小型の

トマトがたくさんなっている。

　米や麦に唐黍、大豆などととも

に世界の食糧として重要なジャガ

イモをホウネンボという方言名で

呼んで親しんでいます。

　ナス科のジャガイモは南米ペルー

のアンデス山脈原産ですが、花は

咲くけど実がなったものを見たこ

とがなく、たまたま実がなると大

ホウネ男ボの実

騒ぎになるのです。

　平成10年7月22日の新潟日報に
も上越市国府のある家の家庭菜園

に植えてあったジャガイモにプチ

トマトみたいな実がなったと報じ

られて、農水省北陸農業試験場（上

越市）から見てもらったら「トマ

トもジャガイモも同じナス科の植

物で、実はかなり似ている。本来

実は大きくなる前に落ちてしまう

が、同試験場では、今年は天候が

良かったため、実が落ちずにその

まま大きくなったのではないか」

という見解を述べていました。

　サトイモやサツマイモ、コンニャ

クなどもたまに花を咲かせては驚

かせますが、実がなって騒がすの

はジャガイモだけです。

○シャクジョウソウ

　このタツノオトシゴの頭のよう

な変わった形の植物はイシモチソ

ウ科の一年草のシャクジョウソウ

というものです。

　仲間には初夏に生える白い半透

明のギンリョウソウと秋のキノコ

採りに歩いてよく見掛けるアキノ

ギンリョウソウがありますが、こ

れは薄い褐色のものであまり数は

多くありません。

　最初に見えたのは『松代町史』

編集委員の植物班として池尻の『こ

ばやし』家の苗代田のある国道上

の林の中を調査しているときに山

岸秀夫班長さん（元松代中学校長）

が見付けたものでした。

　その後も何度か見付けましたが、

カメラに収めるには枯れ葉と同じ

色で自然のままでは判然としない

ので採取して白紙の上で撮影しま
した。

　弘法大師のようなお坊さんがつ
　　　　しやくじよう
いている錫杖のような形を連想
してシャクジョウソウという名に

なったようです。腐った葉を栄養

としているので、葉緑素はなく、

半透明なのです。

　このような変わった植物もある

ことを念頭において野外活動を楽

しむのが松代町に住む者の特権で

あります。

　　　（文と写真・高橋八十八）



　県では、県民の皆様にから県政に関する幅広いご

意見・ご提言をお聞きし、県政に反映するため、下

記によ1）「知事とのさわやかトーク」を開催します。

　当日は、参加いただいた方から発言をいただきた

いと思いますので、お気軽においでください。

日時11月24日㈹13：30～15：30
会場十日町市民会館
発言を希望する方　県政全般についてこんなことを

話したいということがあ｝）ましたら、10月30日（月）ま

でに松代町役場総務課へご連絡ください。（暦7－2220）

その他　手話通訳・要約筆記つき

問い合わせ先　役場総務課または、県庁広報広聴課

広聴係まで（奮025－285－5511・内線2116）

住罵課
　　献血ありがとうございました。

　8月21日に役場前にて行われました献皿に25名の

万からご協力いただきました。献皿は人命を救うた

めの重要なボランティアです。今後も献血へのご理

解とご協力をお願いいたします。

※献皿者の氏名はブライバシーの問題から公表でき

　ません。ご了承ください。

次の献血

実施日11月27E〕（目）

献血の種類全皿
そ　の　他　全皿の献皿なので事前の申し込みは必

　　　　　要ありません。

ECHIGO棚田サポーターの皆さん

　　　ありがとっございました

　一儀明地区の人たちと農道の草刈りに汗一
　　　　　　　　　　〉
　県内で中山間地の棚田を守る活動を行っているECHIGO

棚田サポーターの皆さん18人が8月6日儀明を訪れ、

地域の人たちと道普請に加わ産）、農道や水路の草刈『）

や維持保全活動の作業を一緒に行いました。地元の儀

明の1人は、．「普段よぴ）も充実した道普請になぴ）ました」

と話していました。

　お昼には、サポーターの皆さんは、地区の女性がつ

くった夕顔のくじら汁に「おいしい！」と感激。昼食

時の地区の人との交流も和やかに行われていました。

　儀明を訪れた1人は「地域の皆さんに少しでも役に

立てばうれしいです。また、新潟県でもこっした活動

に参加する仲間を募集しています」と話していました。

　ECHIGO棚田サポーターについての問い合わせは、

東頸城農地事務所（盈9－2975）または役場農林課まで。

　　　難

安塚町和田にて

　
郡
内
外
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
第
7
回
安
塚
町
B

＆
G
杯
少
年
野
球
大
会
が
、
8
月
2
3
日
安
塚
町
ナ
イ
タ
ー
グ
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
、
当
町
な
ど
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
結

果
は
、
初
戦
で
松
之
山
町
チ
ー
ム
と
対
戦
し
、
1
9
対
ー
で
圧
勝
。

2
回
戦
は
、
牧
村
チ
ー
ム
に
完
敗
で
し
た
。
選
手
は
、
「
次
は

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
監
督
の
中
村
守
さ
ん
と
コ
ー
チ
の
鈴
木
幸

春
さ
ん
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

夢
は
、
甲
子
園

　
安
塚
B
＆
G
杯
で
初
戦
突
破
ー
・

　
　
　
　
松
代
町
少
年
野
球
チ
ー
ム
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法
律
や
人
権
に
関

す
る
相
談
が
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
新
潟
県
弁
護
士
会
、
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
及
び
法
務
局
か
ら
協
力
を

い
た
だ
き
町
内
で
無
料
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
家
庭
内
の
こ
と
、
離
婚
、

土
地
建
物
、
金
銭
問
題
、
そ
の
他
近

隣
の
こ
と
で
困
っ
た
り
、
名
誉
・
信

用
の
侵
害
等
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る

方
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
○
相
談
に
は
、
弁
護
十
、
人
権
擁

護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
秘
密
は
守
ら
れ
、
安
心

し
て
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
1
0
月
2
5
日
㈲
　
1
0
時
～
1
5
時

会
場
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階

和
室
－
o
畳

申
込
方
法
　
あ
ら
か
じ
め
予
約
が
必

要
で
す
の
で
、
相
談
日
の
1
週
間
前

ま
で
に
次
の
窓
口
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
（
暦
7
－

3
7
0
0
）
ま
た
は
、
役
場
総
務
課

及
び
住
民
課
戸
籍
住
民
係
窓
口
ま
で

（
岱
7
－
2
2
2
0
）

松
代
で
社
会
保
険

よ
ろ
ず
相
談
所
が

開
催
さ
れ
ま
す

　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
国

民
年
金
な
ど
社
会
保
険
に
関
す
る
各

種
相
談
に
応
じ
る
よ
ろ
ず
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
1
0
月
1
3
日
働
　
m
時
～
1
5
時

会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階

問
い
合
わ
せ
先
　
上
越
社
会
保
険
事

務
所
（
費
0
2
5
5
⑳
4
1
1
1
）

野
山
に
ご
み
を

捨
て
な
い
で

ぎ

嚢

　
最
近
全
国
的
に
ご
み
の
不
法
投
棄

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
は

法
律
に
違
反
し
、
罰
せ
ら
れ
る
行
為

で
す
。
自
分
の
所
有
す
る
山
林
等
に

ゴ
ミ
を
捨
て
て
も
不
法
投
棄
と
な
り

ま
す
。

　
今
年
1
0
月
か
ら
罰
則
も
強
化
さ
れ
、

野
焼
き
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

ゴミの不法投棄の罰則

産
業
廃
棄
物

（
建
築
廃
材
、
工

　
場
廃
棄
物
、
食

　品

廃
棄
物
な
ど
）

一
般
廃
棄
物

（
家
庭
や
通
常
の

生
活
か
ら
出
る

ゴ
ミ
）

3
年
以
下
の
懲
役

又
は
ー
、
　
0
0
0

万
円
以
下
の
罰
金

又
は
懲
役
・
罰
金

の
併
料

ー
年
以
下
の
懲
役

又
は
3
0
0
万
円

以
下
の
罰
金

土
木
施
設
見
学
会

参
加
者
を
募
集
し

ま
す

　
東
頸
城
6
町
村
の
住
民
を
対
象
に

郡
内
の
土
木
施
設
の
見
学
会
を
行
い

ま
す
。
お
子
様
と
い
っ
し
ょ
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
、
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
．

日
時
　
n
月
12
日
㈹
　
松
代
町
、
松

之
山
町
に
お
住
ま
い
の
方
は
松
代
分

所
前
に
8
時
5
0
分
集
合

見
学
場
所
　
高
規
格
道
路
工
事
（
浦

川
原
村
）
・
木
入
場
地
滑
り
対
策
工

事
（
安
塚
町
船
倉
）
・
虫
川
ス
ノ
ー

シ
ェ
ッ
ト
工
事
（
浦
川
原
村
）
・
堀

切
川
砂
防
工
事
（
大
島
村
菖
蒲
）
・

渋
海
川
河
川
改
修
工
事
（
松
之
山
町

浦
田
）
・
城
川
ダ
ム
（
松
代
町
室
野
）
・

鵬
号
道
路
改
良
工
事
（
松
代
町
千
年
）

申
し
込
み
方
法
　
参
加
代
表
者
氏
名

と
人
数
及
び
連
絡
先
を
電
話
等
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

締
切
　
H
月
1
0
日
㈹
　
な
お
、
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
先
　
安
塚
土
木
事
務
所
（
盈

2
－
3
8
5
2
）
ま
た
は
松
代
分
所
ま

で
（
盈
7
－
2
0
3
0
）

そ
の
他
　
昼
食
、
飲
み
物
は
持
参
と

な
り
ま
す
。

泉頚城ふるさと見て歩記⑰10周年記念大会となる24時間耐久リレーマラソン「ロ・マン24」

　
今
回
は
、
松
代
町
か
ら
2
4
時
間
耐

久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
「
ロ
・
マ
ン
2
4
」

を
紹
介
し
ま
す
．

　
今
年
で
第
m
回
大
会
を
迎
え
る
こ

の
大
会
は
、
9
月
3
0
日
～
1
0
月
1
日

に
か
け
て
町
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
毎
年
県
内
外
か
ら
、
5
0
チ
ー
ム
ほ

ど
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
競
技
は
、

町
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
2
・

1
3
キ
。
を
1
0
人
の
選
手
の
タ
ス
キ
で

つ
な
ぎ
、
2
4
時
間
の
周
回
数
を
競
い

ま
す
。
昨
年
は
、
柏
崎
市
か
ら
参
加

し
た
束
芝
柏
崎
を
4
周
引
き
離
し
て

皿
周
3
7
0
・
6
2
キ
。
で
地
元
松
代

高
校
生
を
中
心
と
し
た
『
自
称
弱
小
、

川
合
克
彦
、
逆
走
で
爆
笑
』
チ
ー
ム

が
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　
郡
内
か
ら
参
加
す
る
チ
ー
ム
で
は
、

松
之
山
町
か
ら
7
回
目
の
出
場
と
な

る
「
高
橋
組
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」
が
毎
年

上
位
に
入
賞
し
て
い
る
ほ
か
、
1
0
回

目
の
出
場
と
な
る
当
町
の
「
㎝
！

フ
ア
イ
ト
奴
奈
川
」
他
の
活
躍
も
期

待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
郡
内

か
ら
多
数
の
チ
ー
ム
が
参
加
。
体
育

館
ピ
ロ
テ
ィ
ー
の
選
手
テ
ン
ト
村
で

は
、
選
手
に
加
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー

ム
を
応
援
す
る
人
や
差
し
入
れ
を
す

る
人
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
か
、
心

和
む
チ
ー
ム
同
士
の
交
流
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
で
は
、
選

手
交
替
の
チ
ー
ム
間
の
駆
け
引
き
も

見
も
の
で
す
．

　
今
年
の
「
ロ
・
マ
ン
2
4
」
は
、
9

月
3
0
日
正
午
に
総
合
グ
ラ
ン
ド
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
．

　
あ
な
た
も
、
第
1
0
回
の
記
念
大
会

と
な
る
今
年
の
レ
ー
ス
で
、
選
手
を

一
緒
に
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

〈
参
考
〉

日
　
時
　
9
月
3
0
日
ω
　
正
午

　
　
　
　
～
1
0
月
1
日
㈹
　
正
午

会
場
松
代
町
ク
・
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

問
い
合
せ
先

松
代
町
総
合
体
育
館
内

　
ロ
・
マ
ン
2
4
．
m
ま
つ
だ
い
係
宛

　
盈
0
2
5
5
？
7
－
3
7
5
2
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県庁1階に県民サービス部門

県民相談室と
　　　行政情報センター

県民相談室（費025－280－5076）

　県政への相談、苦情、意見や

提言を専門の相談員がお聴きし

ています。

行政情報センター
　　　　　（費025－280－5021）

　情報公開資料の請求や相談に

応じています。

※利用時間いずれも8：30～17：00

こころ倶楽部

　9ここるの工麗』開催
　県立青少年研修センター

○日時

　10月14日～15日（土・日）

○会場　県立青少年研修センター

○対象　18歳以上の青年

○内容

　リースづく塗）・陶芸ほか

○定員　80人

○経費　4，300円

○申し込み及び問い合わせ

　申し込み及び持ち物等詳細の

問い合わせは県立青少年研修セ

ンターまで（岱0256－77－2111

圃0256－77－2114）

〒953－0012西蒲原郡巻町越前浜
5597－1

「国の教育ローンJのご案内

国民金融公庫高田支店

○対象費用

　入学時の費用や在学中の費用

（授業料、下宿代、通学費等）

○対象者　大学・短大・高校・

高専・専修学校・各種学校およ

び予備校に入学または在学する

学生生徒の保護者

○融資額　200万円以内
○利率　年2．2％（固定金利）

○返済期間　10年以内（交通遺

児または母子家庭は、11年以内）

○保証人　㈲教育資金融資保証

基金または保証人（1名以上）

○問い合わせ　国民金融公庫高
田支店（暦0255－24－2340）

上越市大町3－2－1

『オのりムつヱア2000』

　　　　　　　　　を開催
　一国営越後丘陵公園一

　多彩なイベントを開催してい
ます。

○日時　10月7日（土）～15日（日）

　9：30～17：00

〈無料公開のお知らせ〉

　10月8日（日）及び15日（日）は入園

料が無料となっていますので、

ご利用ください。

○問い合わせ　国営越後丘陵公

園（管理センター　盈0258－47－

8001）長岡市東方町中山1921－2
（10月10日休園）

自動車の登録

　　手続きは月初めに
長岡自動車検査登録事務所

　自動車を売買したり、住所が

かわったとき、あるいは自動車

の使用を止めたときには、手続

きが必要です。手続きでは、月

末は窓口が込み合い、ご迷惑を

かけますので、月初めの登録に

ご協力ください。

○問い合わせ　長岡自動車検査
登録事務所（姪0258－22－1131）

○軽自動車に関しては　軽自動

車検査協会新潟主管事務所長岡
支所（盈0258－22－0555）

「少額トラブル110番」

　　　　電話相談

　新潟県青年司法書士協議会

　知人との金銭の貸し借ン）によ

るトラブルなどで悩んでいる方

を対象に無料電話相談を行いま

すのでご利用ください。

○日時

　10月29日（日）10：00～16：00

　専用電話　025－228－1871

0問い合わせ

新潟県青年司法書士協議会事務局

三部（みなべ）司法書士事務所

　　　　　（盈0256－93－2413）

200V体験クッキング教室

O日時　9月26日（火）10：30～

○会場　東北電力十日町営業所

○内容　白いんげん豆のおこわ

○定員　18名（はじめての方大
歓迎）

○受講料　500円

○その他　エプロン持参

○申し込み先　十日町営業所お
客様センター（四〇257－52－3107）

『お年寄りのよろず相談』

　　を行っています

新潟県高齢者総合相談セン9一

　相談は、電話、面接、手紙の

いずれでも受け付けています。

相談は無料で、内容の秘密は厳

守しますので、お気軽にご相談
ください。

○問い合わせ　新潟県高齢者総
合相談センター（盈025－285－4165）

〒950－0994新潟市上所2－2－2新

潟ユニゾンプラザ3階（土曜、

日曜及び祝祭日は休み）

相談の種類 相談日 相談時間 相談員

よろず相談
毎週月曜日～金曜日

　　　　9：00～17：00
センター相談員

専門相談（あらかじめ予約が必要です）

法　　　律 毎週月曜日 13：30～16：00 弁護士

医　　　療 第1水曜日 13：30～15；30 医師（内科）

痴　　　呆 第3水曜日 13：30～15：30 医師（精神科）

公的年金・

公的保護
第1火曜日 13：30～i5：30 社会保険労務士

税　　　金 第2金曜日 10：00～12：00 税理士

健康・介護 第2木曜日 10：00～16：00 保健婦

〈
㎜
ほ
ど
の
花
を
つ
け
た
山
百
合
　
佐
藤
作
一
郎
さ
ん
（
儀
明
）
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鴨入蒼馨織τ解騰

　善宗塚住宅　　8戸

　釜田住宅　　　　1戸

○申込期間
　9月18日（月）～10月17日（火）

○申込方法　建設課に用意して

ある住宅入居申込書に必要事項

を記入し、提出してもらいます。

○添付書類　入居する方全員の

住民票、所得のある方全員の所

得証明書とI　I年度源泉徴収票の

写しが必要になります。

○入居者の決定方法　申込多数

の場合は抽選とし、締切後申込

のあった方に連絡します。

　詳しいことは建設課までお問

い合わせください。

安塚警察署から松代町長寿社

会対策パイロット地区高齢者

安全町民大会のお知らせ

　お年寄りを犯罪や事故・災害

から守り、安心して暮らせる社

会をすすめることを目的に、高

齢者安全町民大会を開催します。

　当日は、小中学生の発表や寸

劇、講話を行いますので、お気

軽においでください。

○日時　10月18日㈱　　1時30分～

○会場　松代町総合体育館

○内容　町内小中学生の代表に

よる発表、交通安全協会より交

通事故防止寸劇、竹内クリニッ

ク院長竹内一郎様から「生きが

いについて」の内容の講話、ま

た松代郵便局長ほかによるアト

ラクションも予定されています。

○問い合わせ　詳しいことは、

最寄りの交番または駐在所まで。

2000【平成12年9・10月】行事カレンダー
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水 赤口 平成12年松代町議会第3回定例会

　　　　　　卜22日まで） 6 金 大安
心配ごと相談

デイサービスセンター　9＝OO～

　　　　　　　（担：宮沢）

21 木 先勝
秋の全国交通安全運動（～30日）
『秋の道　心で確認　目で確認』 7 土 赤口

22 金 友引
心配ごと相談

デイサービスセンター　9＝OO～

　　　　　　　（担二石黒）
8 日 先勝

第21回町長杯争奪バレーボール大
会（総体）

第24回松代町ソフトボール大会
フリーマーケット『愛の風』

23 土 先負 秋分の日 9 月 友引 寒露・体育の日

24 日 仏滅
フリーマーケット『愛の風』

　　　　松代中央線　10；OO～
10 火 先負

25 月 大安 lI 水 仏滅
町長杯争奪ゲートボール大会

　　　　　　総合グラウンド

26 火 赤口 12 木 大安
ポリオ予防接種　総合センター

　　　　　　　1＝OO～1：30
松寿大学研修旅行（～13日）

27 水 先勝 13 金 赤口

心配ごと相談
デイサービスセンター　9：00～　（担：柳）

社会保険よろず相談

　　　総合センター　10：00～

28 木 先負 松寿大学　総合センター　8＝40 14 土 先勝

直江津信金争奪ゲートボール大会

　　　　　　総合グラウンド
秋季町長争奪アーチェリー大会

　　　　　　アーチェリー場

29 金 仏滅
心配ごと相談

デイサービスセンター　9：00～

　　　　　　　（担：鈴木）

15 日 友引

30 土 大安
ロ・マン24
第10回24時間耐久リレーマラソン
大会　12＝OOスタート

16 月 先負

m
／
ー
日 赤口

ロ・マン24
第10回24時間耐久リレーマラソン
大会　12：00終了

17 火 仏滅

2 月 先勝 18 水 大安

3 火 友引
三種混合予防接種　総合センター

　　　　　　　1：30～2：00
19 木 赤口

乳がん・婦人科検診　総合体育館

　　　　　　　　　12＝30～

4 水 先負
郡ゲートボール大会

　　　　　　総合グラウンド
20 金 先勝

心配ごと相談　デイサービスセン
ター　　　　9：00～（担：斎藤）

第4回小学校親善マラソン大会

　　　　　　総合グラウンド

5 木 仏滅
MEMO

　　　　　　　lO月（神無月OCTOBER）

◇
県
立
自
然
科
学
館

　
（
盈
0
2
5
－
2
8
3
－
3
3
3
1
）

　
　
　
　
休
館
日
毎
週
月
曜

電
気
と
光
の
お
も
し
ろ
実
験
工
房
ー
実
験

装
置
を
展
示
i
9
月
2
2
日
㈹
～

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
星
占
い
の
星
座
た
ち
」

9
月
9
日
ω
～
／
小
中
脚
円
・
大
人
㎜
円

（
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
小
中
㎜
円
・
大
人
㎜

円
増
し
　
幼
児
・
障
害
の
あ
る
方
は
無
料
）

◇
ド
ー
ム
中
里
き
ら
ら

（
U
モ
ー
ル
内
　
平
日
盈
0
2
5
7
－
6

3
－
2
4
9
3
／
土
・
日
・
祝
祭
日
盈
同

6
3
－
2
4
1
4
）

毎
週
日
曜
日
n
時
～
定
期
投
影
／
9
月
2
4

日
㈹
1
0
月
毎
週
日
曜
n
時
～
今
月
の
特
集

は
「
お
月
様
の
話
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
／
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ネ
9
月
2
4
日

㈹
1
9
時
半
～
　
デ
ィ
ズ
ニ
ー
と
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
特
集
　
料
金
は
い
ず
れ
も
一
般
㎜

円
・
中
学
生
以
下
㎜
円
（
開
館
5
周
年
を

記
念
し
て
松
代
町
・
松
之
山
町
を
含
む
十

日
町
広
域
圏
の
保
育
園
、
小
中
学
校
及
び

福
祉
施
設
の
団
体
利
用
は
無
料
で
す
。
）

◇
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越

　
（
盈
0
2
5
5
4
4
－
2
1
2
2
）

9
月
の
休
館
日
垢
日
㈲
・
2
6
日
㈹

上
越
科
学
館
○
お
も
ち
ゃ
の
実
験
Q
＆
A

他
9
／
2
3
・
2
4
楽
し
い
実
験
　
○
科
学
自

由
研
究
発
表
展
9
／
2
3
～
1
0
／
9
夏
休
み

の
作
品

※
料
金
小
中
㎜
円
・
大
人
蜘
円
（
レ
ジ
ャ
ー

プ
ー
ル
同
額
）
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奴奈川スポーツ振興会地域づくり活動のグループ
難

は
じ
め
に

　
奴
奈
川
地
区
は
、
世
帯
数
脚
戸
、

人
口
枷
人
余
り
で
、
2
0
年
ほ
ど
前
の

半
分
に
減
少
し
ま
し
た
。
6
5
歳
以
上

の
高
齢
者
数
は
脚
人
余
り
と
高
齢
化

率
は
4
0
智
を
超
え
て
い
ま
す
。
会
社

勤
め
の
か
た
わ
ら
、
農
業
を
営
む
2

種
兼
業
農
家
が
多
い
地
域
で
す
。

子
ど
も
と
関
わ
り
か
ら
地
域
活
動
へ

　
わ
た
し
の
地
域
の
児
童
が
通
う
奴

奈
川
小
学
校
は
、
現
在
児
童
数
2
6
人

の
小
規
模
校
で
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

子
ど
も
と
地
域
と
の
関
わ
り
を
重
点

に
活
動
し
て
い
る
会
を
4
つ
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
奴
奈
川
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

　
神
楽
保
存
会

　
奴
奈
川
太
鼓
の
会

　
奴
奈
川
地
区
子
ど
も
会

以
上
で
す
．
　
　
　
　
　
、

奴
奈
川
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
発
足
経
緯

　
今
回
は
、
こ
の
う
ち
奴
奈
川
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
設
立
　
ス
キ
i
愛
好
者
が
中
心
に

な
っ
て
、
昭
和
5
0
年
に
、
当
時
の
室

野
小
学
校
区
で
会
員
を
募
り
「
室
野

ス
キ
ー
グ
ラ
ブ
」
を
発
足
し
ま
し
た
。

　
発
足
当
時
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
ス
キ
ー
大
会
や
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
な
ど
冬
期
間
に
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
の
要
望
で
、

地
区
に
ス
キ
i
場
を
3
年
が
か
り
で

整
備
し
、
昭
和
5
5
年
に
室
野
ス
キ
i

場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
名
称
の
変
更
　
昭
和
5
9
年
、
室
野

小
学
校
と
峠
小
学
校
が
統
合
し
、
現

在
の
奴
奈
川
小
学
校
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
と
き
に
、
名
称
を
今
日
の

同團鋤圃回
（7月26日～8月25日）

　元気な良い子に（出生）

　　　けん　ご
小島　賢吾㌧・保男・美佳さん

（犬伏・男の子・ちゅうえん）
　　　ゆう　や
関谷　祐哉、・芳一・美津子さん

　（菅刈・男の子・さかなか）

ご冥福をお祈りします（死亡）

井上　ヨイさん　　　　　89歳

　　　　　　（寺田・ほんけ）

市川，スギさん　　　　　89歳

　　　　　（松代・へいはち）

柳　　己好さん　　　　　　89歳

　　　　　（孟地・ともぜん）

研
掲

脚9

瀧
く
い
◎
O
O
ま
。
“
O
O

O
並
巾

煮
潟
一
喩
刊
O
並
＝
皿

（
漸
迦
一
回
謙
謝
）

奴
奈
川
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
小
学
校
区
住
民
を
対
象

に
会
員
募
集
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

際
、
会
の
目
的
も
会
則
第
1
条
に
あ

る
よ
う
な
「
奴
奈
川
地
区
児
童
活
動

後
援
組
織
」
と
改
め
、
奴
奈
川
小
学

校
と
の
関
わ
り
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
組
織
と
会
員
　
会
長
1
人
、
副
会

長
2
人
、
ま
た
、
児
童
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
各
集
落
か
ら
1
名
の
理
事

を
お
願
い
し
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布

に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
大
人
60
人
で
1
人
1
千
円

の
年
会
費
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
か
ら
5
万
円
の
補
助
金

を
受
け
て
い
ま
す
。
会
の
予
算
は
4
5

万
～
5
0
万
円
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

年
内
の
活
動
か
ら

1
月
～
3
月

ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
の
ナ
イ
タ
ー
練
習

上
石
杯
ス
キ
ー
大
会
・
松
之
山
ス
キ
ー

大
会
及
び
小
学
校
親
善
ス
キ
i
大
会

応
援
（
荷
物
運
搬
や
ワ
ッ
ク
ス
な
ど
）

　男　　2，157人　　（＋1人）

　女2，213人（＋5人）
　計　　4，370人　　（＋6人）

世帯数1，457世帯（＋22世帯）

　出生2人　　死亡3人
　転入13人　　転出6人
　　　（12年8月末日現在）

一人ロの動き

鐙

謙
⇒
＼
芦
注
潮
鴫
沖
蕪
瀕
ゆ
談
即
湘

ア
ル
ペ
ン
ナ
イ
タ
ー
ス
キ
i
練
習

3
月
　
第
1
5
回
奴
奈
川
雪
上
大
運
動

会
（
㎜
人
参
加
）

越
後
松
代
冬
の
陣
手
づ
く
り
神
輿
コ

ン
ク
ー
ル
（
総
合
優
勝
9
回
）

4
月
　
松
代
ス
キ
ー
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
参
加
／
室
野
城
山
凍
み
渡
り
遠
足

6
月
　
第
7
回
登
山
赤
城
山
に
4
5
人

8
月
　
城
川
ダ
ム
牛
の
丸
焼
き
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
㎜
人

9
月
　
室
野
城
山
池
　
水
払
い
と
鯉

つ
か
み

旧
月
　
第
1
0
回
ロ
・
マ
ン
2
4
時
間
耐

久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
参
加
予
定

成
果
と
課
題

　
会
は
P
T
A
と
異
な
り
、
自
分
の

子
ど
も
が
卒
業
し
た
後
も
長
く
学
校

と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、
活
動
を
通

し
て
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
を
育
て
て
い
こ
う
と
す
る
気

持
ち
を
住
民
が
持
つ
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
や
子
ど
も

達
へ
の
活
動
を
通
し
て
、
学
校
や
地

　
　
　
　
　
　
　
，
．
域
か
ら
も
、

　
　
　
　
　
　
　
醗
講
，
会
の
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
ー
受
け
入
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
受
　
も
ら
い
、
会

　
　
　
　
　
　
　
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
．
揖
、
　
へ
の
信
頼
関

　
　
　
　
　
　
　
齪
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
が
で
き
ま

し
た
。
良
い

　
ヤ
と
田
じ
う
こ
と

は
、
す
ぐ
に

行
動
で
き
る

雰
囲
気
が
あ

り
ま
す
。

　
今
年
は
「
子
ど
も
達
と
ク
ラ
ブ
活

動
を
し
て
み
た
い
」
と
い
う
意
見
が

地
域
か
ら
出
さ
れ
た
の
で
、
さ
っ
そ

く
「
地
域
人
材
バ
ン
タ
」
を
作
成
し
、

講
師
を
募
集
し
ま
し
た
。
9
月
か
ら

生
け
花
、
木
工
、
昔
の
遊
び
、
俳
句
、

郷
土
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
課
外
活
動

を
行
い
ま
す
．

　
中
学
生
は
、
ど
う
し
て
も
地
域
活

動
へ
の
参
加
が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、

秋
祭
り
や
冬
の
陣
で
の
神
輿
づ
く
り
、

ま
た
、
奴
奈
川
太
鼓
の
指
導
に
は
、
中
・

高
校
生
も
大
勢
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
高
齢
化
に
よ
刀
、
地
域
へ

の
支
援
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

部
分
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ク
ロ
カ

ン
ス
キ
ー
の
指
導
者
が
地
域
に
い
な

い
の
と
、
町
に
派
遣
依
頼
を
し
て
も

大
会
が
重
な
り
、
思
う
よ
う
な
指
導

が
子
ど
も
達
に
で
き
ま
せ
ん
。
今
後

は
こ
う
し
た
課
題
を
検
討
し
な
が
ら

活
動
を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
文
・
米
持
実
夫
さ
ん
）

圖
園
圏
圃

　
セ
ミ
に
か
わ
っ
て
赤
と
ん
ぽ
に
、

暑
い
夏
の
終
わ
り
を
感
じ
ま
す
。
大

地
の
芸
術
祭
で
は
、
多
く
の
人
が
訪

れ
、
わ
た
し
た
ち
住
民
の
訪
れ
た
人

へ
の
も
て
な
し
が
好
評
で
、
う
れ
し

く
思
い
ま
し
た
。
住
人
と
芸
術
、
ま

ち
の
魅
力
づ
く
り
へ
の
ヒ
ン
ト
で
す
。

灘
』
”
⑩
“
㌣
一
㎝
⑩
N
季
議
麺
渇
愚
煎
襲
弦
注
潮
汁
冊
芦
注
ω
N
認
踪
誉
一

　
　
　
噛
○
謡
昭
（
刈
）
N
認
○
閣
司
＞
×
○
験
㎝
⑩
（
刈
）
謡
N
①
・
（
刈
）
N
G
o
O
O
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